
第６学年     役割と責任を果たす心を育てる学習プログラム            １学期 

総合単元名  自分の役割に向かって                ６月～ ７月  全９時間 

めざす子ども 自分の役割を自覚し，協力して主体的に責任を果たす子 
中心項目 ４－（３） 

関連項目 ４－（６） 
ねらい    自分の役割と責任を自覚し，協力して主体的に責任を果た

していこうとする態度を育てる。 

単元設定の理由 
 ６年生となった児童は，最高学年としての自覚を意識し始め，様々な場面でその役割に取り組ん
でいる。しかし，決められた仕事をすることが責任を果たしていることだという思いが強く，集団
の成員相互のかかわりの大切さに気付いたり，その喜びを見出したりしている児童は少ない。そこ
で，集団成員相互のかかわりの大切さや協力して目標を達成するよさに気付き，主体的に責任を果
たしていこうとする態度を育てたいと考え，本単元を設定した。 

時期 
教科・特別活動 

総合的な学習の時間等 
道徳の時間 

常時活動 

家庭との連携 
子どもの意識の深まり 
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７月 

 

 

 

 

 

 

 

   
①自分の係の仕事をきちん

としよう。みんなのために

考えて行動しよう。 

◆縦割り掃除で班長として

の仕事はきちんとできて

いるのかな。 

②どんな役割でもその役割

が な け れ ば 劇 が で き な

い。全部大事な役目だ。

自分も役割をきちんと果

たしていきたい。 

③自分の係の仕事をきちん

としたらスムーズに調 理

実習ができるな。責任を

もって取り組むのはいい

な。 

④学校のために自分から進

んで行うことは気持ちよい

ものだな。 

★委員会の仕事は学校をよ

くするためである。できる

ことをしていきたい。 

⑤学校の選挙のため，自分

にできることは何かな。み

んなと協力して仕事をし

ていこう。 

⑥みんなのために自分の役

割を果たすのはいいもの

だ。これからも責任をもっ

てやり遂げるようにしてい

きたいな。 

⑦自分の役割を果たして選

挙を成功させてうれしか

ったよ。これからも自分の

役割を責任もって果たし

ていけるように頑張るぞ。 

■リーダーとして下級生の

ために自分ができることを

していこう。 

②＜役割と責任の自覚＞

４－（３）５月（１時間） 
「森の絵」（本時） 

文男の言葉を聞いたえ
り子の気持ちを考える
ことを通して，進んで
役割を果たすよさに気
付き，自分の役割を自
覚して進んで責任を果
たそうとする心情を育
てる。 
 

④＜愛校心＞ 
４－（６）６月（１時間） 

「きえた紙くず」  
たけしの言葉を聞いた
わたしの気持ちを考え
ることを通して，主体
的に学校のために行動
する大切さに気付き，
みんなで協力して，よ
りよい学校をつくって
いこうとする心情を育
てる。 
 

①学校行事  
６月（２時間） 

「修学旅行」 
自分の係の仕事に
責任をもちながら，
協力して活動 する
ことができる。 

⑥＜役割と責任の自覚＞

４－（３）７月（１時間） 
「メンバーとして」 

みんなの言うことをじ
っと聞いていたぼくの
気持ちを考えることを
通して，役割を果たす
責任の大切さに気付
き，常に自分の役割と
責任を果たそうとする
態度を育てる。 
 

⑦児童会活動  
７月（1 時間） 
「児童会選挙」 

選 挙 に向 けて，自

分 の 役 割 を 自 覚

し，協力して活動す

ることができる。 

自分の役割を自覚し，協力して主体的に責任を果たす子 

⑤学級活動  
６月（1 時間） 

「児童会選挙に向
けて」 
選 挙 運 動 に 向 け

て，自 分 の役 割 を

自 覚 し ， 協 力 し て

活動することができ

る。 

（◆縦割り班掃除） 

リーダーとして，下

級生に必要なアドバ

イスを考えながら掃

除を進めることがで

きる。 

（■通学班） 

班長として，下級生

の手本となる態度を

とったり安全に登下

校させるために進ん

で行動したりするこ

とができる。 

（★委員会活動） 

自分の役割を，責任

をもって果たすとと

もに，自ら新たな役

割を見つけ，進んで

活動することができ

る。 

③家庭科 
６月（２時間） 
「調理実習」 
自分の役割を，責任
を持って行い協力し
て調理実習に取り組
むことができる。 



「道 徳 の 時 間」 学 習 指 導 案 
指導者 池田 明子 

１ 日 時  平成２３年５月２７日（火） 第６校時 
 
２ 学 年  第６学年  男子１６名  女子１２名  計２８名 
 
３ 主題名  みんなの力で        中心項目 ４－（３） 〈 役割と責任の自覚 〉 
                     関連項目 ４－（６） 〈 愛校心 〉 
                  
４ ねらい  文男の言葉を聞いたえり子の気持ちを考えることを通して，進んで役割を果たす 
 

よさに気づき，自分の役割を自覚して進んで責任を果たそうとする心情を育てる。 

 

５ 資料名  森の絵  (出典：「みんなのどうとく」 学習研究社) 

 

６ 主題設定の理由 

〇 人は必ず何らかの集団に属している。その集団は，家族という小さなものから，学校や地域な

ど，少しずつ輪が広がっていく。その中で自分の役割と責任を自覚し，協力して主体的に責任を

果たしていくことで，充実した生き方ができる。 

この時期の児童は，最高学年としての自覚をもち，様々な場面で頑張って仕事をしていく。し

かし，ただ自分に与えられた仕事のみをすればよい，という考えにとどまったり，集団生活向上

のよさに気づかなかったりすることもある。そこで，集団の一人一人のかかわりの大切さや協力

して目標を達成することのよさに気づかせ，自分の役割や責任を果たしていこうとする気持ちを

持たせることが大切であると考え，本主題を設定した。 

 〇 本学級の児童は,最高学年になり，一人一人リーダーとして頑張ろうという気持ちをもっている。

このことは事前アンケートの「リーダーとして自分の役割を意識して行動している。」に１００％

の肯定的回答からもうかがえる。また，「集団の中で責任ある行動ができている。」には９７％，

「リーダーとしてみんなと一緒に活動する楽しさや役に立つ喜びを感じている。」には９２％の

肯定的回答があり，役に立つ喜びを感じ，自分の役割を果たそうと行動している意識が高いこと

がうかがえる。しかし，個別の反応では「時々ふざけてしまう。」「遊んでしまう。」という反

応もあり，集団の中で何のために役割を果たすのか，責任を果たすとはどういうことかという認

識が十分ではない。また，役に立つ喜びを感じている児童も，「１年生にありがとうと言っても

らえた。」などの１対１の関係でのことが多く，集団全体の向上の喜びまでには至っていない。 

個別に見ていくと，アンケート「集団の中で責任ある行動ができている。」には肯定的な回答

はしたものの理由には「気楽にやっていけるから。」と記述し，また，役に立つ喜びについては

「役に立っているようには思えないから。」と回答した児童がいる。これは自分の役割をあまり

意識せず，またがんばっている姿が価値あるものだと十分自覚してないためと考えられる。 

 〇 本資料は，どの児童も学校生活の中で経験しているような身近な内容なので，登場人物に共感

しやすい話である。えり子のクラスで劇をすることになったが，えり子は自分の希望する役には

なれなかった。道具係として取り組むことにはしたが，どこか投げやりな気持ちのえり子だった。

そんな時，衣裳係として慣れない手つきで一生懸命取り組んでいる文男の言葉を聞いたり，仲間

のがんばっている姿を見たりして，自分の役割に全力で向かうようになるという内容である。そ

れぞれの役割の大切さと責任感について考えることができる資料である。 

 導入では，全校遠足での役割を想起させ，資料へつなげていく。資料提示は，分割提示をしな

がら，主人公の思いに沿わせて考えさせるようにしたい。中心発問では，文男の言葉の意味を考

えさせることで，協力して責任を果たすことの大切さに気づかせたい。終末では児童の作文を読

み，自分の役割を自覚して進んで行動していこうとする意欲を高めたい。学習後は，修学旅行や

児童会役員選挙などを通して，積極的に役割を果たしていこうとする気持ちを高めていきたい。 

「伝え合う」については，学習プログラムの内容を本時の内容とかかわらせながら考えを深め

るという段階である。本時は，ワークシートにより自分の思いや考えをもたせる。また，ペアト

ークにより一次的に価値を深めさせる。 



７ 準備物 場面絵，ＢＧＭ 

 

８ 学習過程 

 学 習 活 動 主な発問と児童の心の動き 支援（○）・評価（★）改善点（◎） 

導
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終

末 

１全校遠足での体験を想

起する。 

 

 

２資料「森の絵」の前段

を聞き，えり子の気持

ちを話し合う。 

 

 

 

３資料後段を聞き，文男

の言葉を聞いたえり

子の気持ちについて

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４自分の体験を振り返

る。 

 

 

 

 

 

５友達の作文を聞く。
 

○全校遠足では，どんな役割をがんばりましたか。 

・安全に気をつけて歩けるように声をかけた。 

・みんなが楽しく遊べるように誘った。 

 

○えり子が絵筆を持つ手に力が入らないのは，どんな

気持ちからでしょう。 

・くやしいな。 

・やっぱり女王役をしたかったな。 

・やりたかった役になれなかったからやる気が出ないよ。 

 

◎文男の「だれかがやらないと，劇にならないじゃ

ないか。」という言葉が心の中をかけめぐってい

た時，えり子はどんなことを考えていたでしょ

う。
 

・それは分かっているけれど・・・。 

・文男はどうして得意じゃない仕事を楽しそうにできるん

だろう。 

・中途半端な気持ちでしていた自分はよくなかったな。 

[ 補助発問 ] 

●えり子と文男の気持ちはどんなところが違ったのでしょ

う。 

・えり子はなりたくない役は本気でできなかった。自分が

やりたいことをしたかった。でも文男は，得意じゃない

役でもがんばってしている。楽しそうだ。 

・えり子は自分が中心。文男はみんなのために自分がで

きることをしていこうと思っている。
 ●自分ひとりなまけていてもよいのではないでし

ょうか。 

・みんなで協力してやらないとできない。 

・それぞれ一人一人が役割があるのだから，それを

きちんと果たさないと劇はできない。 

 

○のびのびと皿にポスターカラーをときはじめた

時，えり子はどんな気持ちだったでしょう。 

・最後までこの係をやりきるぞ。大切な役だ。 

・みんなと協力して劇を成功させよう。 

 

○えり子のように，みんなのために自分ができるこ

とをしていこう，と思えたことはありますか。 

・委員会の時，めんどうくさくても頑張っている。 

 自分がしないとみんなが困るから。 

・全校遠足では，リーダーやみんなが困らないよう

に，サブリーダーとして自分ができることをしよ

うと考えて後ろから声をかけた。みんなが安全に

歩けてうれしかった。 

○全校遠足の旗を提示し，

役割を想起させ，資料へ

つなげる。 

 

○自分の思いが通らず，く

やしい気持ちが心の奥に

あることをおさえる。 

 

 

 

○えり子と文男の思いを対

比させながら道徳的価値

のよさに気付かせてい

く。 

○ワークシートにより自分

の思いや考えをもたせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★役割への責任感と主体性

を感じ取ることができた

か。 

 

 

 

 

 

○児童の作文を読み余韻を

残す。 

○ＢＧＭを流す。



９ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ ワークシート 
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◎ 

文
男
の
「
だ
れ
か
が
や
ら
な
い
と
、
劇
に
な
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
」
と
い

う
言
葉
が
心
の
中
に
か
け
め
ぐ
っ
て
い
た
時
、
え
り
子
は
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
で
し
ょ
う
。 

     

○
今
日
の
感
想
を
書
き
ま
し
ょ
う
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森
の
絵 

  

森
の
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め
ぐ
み
の 

演
技
を
見
て

い
る
え
り
子

の
さ
し
絵 

 

文
男
と 

え
り
子
の 

さ
し
絵 

・
く
や
し
い
な
。 

・
や
り
た
か
っ
た
女
王

役
に
な
れ
な
か
っ
た

か
ら
や
る
気
が
出
な

い
よ
。 

え
り
子
と
文
男
の
絵 

 

ポ
ス
タ
ー
カ

ラ
ー
を
混
ぜ

て
い
る
い
る

え
り
子
の
さ

し
絵 

・
私
も
得
意
な
絵

を

生

か

し

て

一

生

懸

命

頑

張
ろ
う
。 

・
み
ん
な
と
協
力

し
て
、
劇
を
成

功
さ
せ
よ
う
。 

・
ど
ん
な
役
で
も
大
切
だ

か
ら
が
ん
ば
ろ
う
。 

・
み
ん
な
の
た
め
に
自
分
が

で
き
る
こ
と
を
し
て
い
こ

う
。 

・
み
ん
な
で
協
力
し
て
や

ら
な
い
と
で
き
な
い
。 

・
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
さ
な
い
と
劇
は
成

功
し
な
い
。 

好
き
じ
ゃ
な
い
し
し
ゅ
う
（
係
） 

女
王
役
に
な
れ
な
か
っ
た 

文
男 

・
分
か
っ
て
る
け
ど
。 

・
得
意
じ
ゃ
な
い
仕
事

な
ぜ
楽
し
そ
う
。 
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り
子 

 気 

  づく 


